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プライベート・アセット（エクイティ、不動産、インフラ、クレジット）に分散投資する

「ブラックストーン・プライベート・マーケッツ・アクセス・ファンド（米ドル建て）」

の取扱開始について 

 

 

このたび、大和証券株式会社（以下「大和証券」）は、プライベート・アセット 4資産に

分散投資を行う「ワールド・ホライズン・ファンド・シリーズ─ブラックストーン・プライ

ベート・マーケッツ・アクセス・ファンド（米ドル建て）」（以下「当ファンド」）の取り扱

いを開始しました。 

 

当ファンドは、ケイマン籍オープン・エンド契約型外国投資信託（（追加型）で、世界最大

級のオルタナティブ投資運用会社※1 であるブラックストーンが運用するルクセンブルク籍

の投資対象ファンド※2を通じ、プライベート・エクイティ、プライベート不動産、プライベ

ート・インフラ、プライベート・クレジットの 4つの主要なプライベート・アセットを中心

に実質的に分散投資を行います。  

 

■ プライベート市場は、構造的な変化を背景に拡大 

プライベート・アセットは、新たな分散投資の選択肢として注目が高まっています。世界

のプライベート・アセットの運用資産残高は、2000 年の約 0.55 兆米ドル（約 63 兆円）※3

から 2024 年には約 12.7 兆米ドル（約 2,002 兆円）※4まで、機関投資家を中心に拡大して

います。近年では資産運用ニーズの高まりを背景に、個人投資家においても投資可能な商品

が提供されるようになり、プライベート・アセットへの関心は高まりつつあります。 

 

■ 4 資産を組み合わせることで、分散投資の効果に期待 

プライベート・アセットには多様な投資対象が存在します。当ファンドでは主にプライベ

ート・エクイティ、プライベート不動産、プライベート・インフラ、プライベート・クレジ

ットの 4つの主要な資産クラスに分散投資します。それぞれ異なる収益源やリスク・リター

ン特性を有しており、これらを組み合わせることで、分散効果が期待されます。 
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■ 世界最大級の運用基盤を有するブラックストーンが運用 

ブラックストーンは 1985 年の創業以来、世界中の機関投資家等にオルタナティブ運用戦

略を提供してきました。運用資産残高は約 1.3 兆米ドル（（約 207.8 兆円）※5にのぼり、プラ

イベート・エクイティ、プライベート不動産、プライベート・インフラ、プライベート・ク

レジットの 4 つの資産クラスすべてにおいて大規模な投資プラットフォームを有していま

す。世界各地の投資先から得られる独自のリアルタイムデータをもとに、長期的な追い風が

見込まれるテーマをいち早く見極め、資産クラスを横断して機動的に資本を投じることが

できる点が同社の強みです。 

  

■ ラインアップを拡充し、多様なニーズへの対応を目指す 

大和証券は、これまでもプライベート・エクイティ、プライベート不動産、プライベート・

インフラ、プライベート・クレジットなど、多様なプライベート・アセットへの投資機会を

お客様に提供してまいりました。当ファンドを商品ラインアップに加えることにより、主要

4資産への分散投資を一つの商品で行う投資機会を提供し、プライベート・アセットへの投

資を検討されるお客様から、既に個別のプライベート・アセットをご保有のお客様まで、多

様な投資ニーズへの対応を目指します。 

 

大和証券は、今後も大和証券グループ経営基本方針である「お客様の資産価値最大化」の

もと、オルタナティブ資産等の新たな投資機会の提供や多様なニーズに応える金融商品の

開発を通じて、社会に対して新たな価値を提供してまいります。  

 

 

【当ファンドが実質的な投資対象とする主なプライベート・アセット※6】 
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【投資対象ファンド運用開始時の資産配分比率※7】 

 

 

 

【注記】 

※1 世界最大級のオルタナティブ投資運用会社は運用資産残高に基づいており、2026 年 3 月 31 日時点のプレキンのデ

ータ、または公開されている最新の企業データを反映しています。 

※2 ブラックストーン・プライベート・マーケッツ・ソリューションズ・エスシーエー・シキャブ─ブラックストーン・

プライベート・マーケッツ・ファンド 

※3 円換算は 2000 年 12 月末時点の為替レート（1米ドル＝114.75 円）で計算しています。 

世界のプライベート・アセットの運用資産残高は、プライベート・エクイティ（ファンド・オブ・ファンズ、ベン

チャー・キャピタルを除く）、プライベート不動産（ファンド・オブ・ファンズを除く）、プライベート・インフラ

（ファンド・オブ・ファンズを除く）、プライベート・クレジット（ファンド・オブ・ファンズ、ベンチャー・デッ

トを除く）を対象としています。集計対象の定義等により数値が異なる場合があります。 

※4 円換算は 2024 年 12 月末時点の為替レート（1米ドル＝158.18 円）で計算しています。 

※5 円換算は 2026 年 3 月末時点の為替レート（1米ドル＝159.88 円）で計算しています。運用資産残高は 2026 年 3 月

末時点の推定値であり未監査です。 

※6 上記はイメージです。（出所）ブラックストーンの情報を基に大和証券作成。 

※7 プライベート・アセットにおける配分のみを表示しています。投資対象ファンドは、インカムの創出、資本配分の

促進、流動性管理を目的として債務およびその他証券にも投資します。投資対象ファンドは 2026 年 6 月 1 日に運

用を開始しました。当ファンドは 2026 年 9 月 25 日に運用を開始します。プライベート・クレジットには不動産債

権への投資も含まれます。上記はあくまで参考情報であり、変更される可能性があります。投資が行われる投資先

ブラックストーン・ファンドおよび戦略は、時間の経過とともに変更されることが想定されています。 

（出所）ブラックストーンの情報を基に大和証券作成。 

 

ワールド・ホライズン・ファンド・シリーズ–ブラックストーン・プライベート・マーケッツ・アクセス・ファンド（米

ドル建て）（以下｢当ファンド｣）に投資する各投資家は、当ファンドの投資家でしかなく、投資対象ファンドに対する直

接的な利益や権利を持つわけではありません。米国の市民または居住者およびケイマン諸島の市民または居住者は当フ

ァンドのお申込みを行うことができません。本募集は、投資対象ファンドまたはブラックストーンのその他のファンド

の持分を募集するものではありません。 

 
以 上 
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